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図書館・美術館
リニューアルオープン

昨年からの改修工事が完了し、17日（土）
にリニューアルオープンします。
上：美術館
右下：図書館
左下：旧二中跡地の創作・交流広場から
望む美術館と図書館
関連記事：Ｐ５「図書館・美術館リニュー
アルオープン」

８



平成24年度　下水道事業特別会計決算額（速報値）

平成24年度　農業集落排水事業特別会計決算額（速報値）

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
な
ど
の
下
水
道
は
、
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
や
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
の

重
要
な
施
設
で
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

近
年
、
借
入
金
の
返
済
額
が
増

加
す
る
一
方
で
、
使
用
料
等

の
収
入
が
十
分
に
確
保
で
き

ず
、
平
成
24
年
度
末
で
お
よ
そ

３
億
７
千
万
円
の
累
積
赤
字
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
は
、
１
億
円
を
超
え

る
収
入
不
足
を
一
般
会
計
か
ら

補
て
ん
す
る
こ
と
で
、
収
支
の

均
衡
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
は
、
下
水
道
事
業

を
計
画
的
に
進
め
、
適
正
な
維

持
管
理
を
し
て
い
く
た
め
、
維

持
管
理
費
の
抑
制
な
ど
の
経
費

の
節
減
や
、
普
及
率
、
水
洗
化

率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

徴
収
率
向
上
の
た
め
、
戸
別
訪

問
徴
収
や
悪
質
滞
納
者
の
滞
納

処
分
を
強
化
す
る
な
ど
、
一

10月
から  

層
の
経
営
改
善
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、

賄
い
き
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、

次
世
代
ま
で
負
担
を
残
さ
な
い

た
め
に
、
平
成
25
年
10
月
か
ら

使
用
料
の
改
定
を
行
な
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
市

民
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

下
水
道
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
私

た
ち
が
日
常
生
活
で
使
っ
た
水
や

し
尿
は
、「
汚
水
」
と
し
て
下
水

道
管
に
流
れ
、
処
理
場
に
集
め
ら

れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
下
水
道
は
、

米
子
の
海
や
川
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
整
備
し
た
下
水
道
も
、

使
用
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
宝
の

持
ち
腐
れ
で
す
。
下
水
道
法
で
は
、

下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
て
か

ら
遅
滞
な
く
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
は
、
水
洗
化
の
た
め

の
改
築
工
事
に
対
し
て
、
最
高

80
万
円
ま
で
の
融
資
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
と
公
共
水
域

の
水
質
保
全
の
た
め
に
、
早
期
の

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
融
資
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

下
水
道
営
業
課
普
及
係

（
☎
34
―
１
３
８
７
）
ま
で

一般会計繰入金　20億9,940万円

一般会計繰入金（収入不足）
　1億2,292万円

一般会計繰入金　 2億 803万円

使 用 料　　　17億1,162万円

使 用 料 　　　1億4,870万円

国庫補助金・市債など
20億1,497万円

市債など 　　　　1億7,964万円

借入金の返済額　29億6,165万円

維持管理費など　14億3,043万円

建 設 費　　　18億 166万円

借入金の返済額 　4億2,596万円

維持管理費など 　2億3,333万円

歳入不足（赤字）    3億6,775万円



特別医療費受給資格証の更新手続きはお済みですか
　平成25年度　特別医療費受給資格証の更新を行なっています。更新手続きをされていない方は、市役所本庁舎
１階保険年金課６番窓口、または淀江支所地域生活課までお越しください。
■ひとり親家庭の方（青色の特別医療費受給資格証の「ひとり親家庭」の欄に○のある方）

▼ご持参いただくもの（コピーは不可）
健康保険証（特別医療受給者全員分）／特別医療費受給資格証（受給者全員分）／児童扶養手当証書、遺族年金証書、
障害年金証書または、各種年金証書、印章（朱肉を使用するもの）※ なお、被保険者（国民健康保険の場合は、
世帯主）の印章をご持参ください。

■身体障がい者・知的障がい者の方（黄色の特別医療費受給資格証の方）

▼ご持参いただくもの（コピーは不可）
健康保険証／特別医療費受給資格証（黄色）／身体障害者手帳または療育手帳

■重度心身障がい者の方（青色の特別医療費受給資格証「重度心身等」の方）

▼ご持参いただくもの（コピーは不可）
健康保険証／特別医療費受給資格証／身体障害者手帳、療育手帳または障害者手帳／印章（朱肉を使用するもの）
なお、被保険者（国民健康保険の場合は、世帯主）の印章をご持参ください。
【共通事項】
●特別医療費受給資格証の更新手続きをされないと特別医療費助成が受けられない場合があります。
●平成25年１月１日に米子市に住民登録がない方については、前住所地の市町村長が発行する所得課税証明書が
必要です。
●所得制限のため、特別医療費受給資格を喪失し、平成24年中の所得状況に変動があった方は、受給資格を再
取得できる場合がありますので、ご相談ください。
●代理の方がお越しになる場合は、運転免許証、健康保険証、住民基本台帳カード等本人確認ができるものを
ご持参ください。
　なお、更新をされずに医療機関に受診された場合は、医療費の払い戻し手続きができる場合がありますので、
医療機関発行の領収書と振込先口座番号をご持参ください。※ 土、日、祝日は、閉庁日のため、更新の手続き
はできません。

■くわしくは、保険年金課（☎２３－５１２３）までお問い合わせください。

使用料改定の内容
　※改定後の使用料は、平成25年12月検針分から適用になります。

○ 使用料単価  （２か月分の税抜き金額） ○ 使用水量ごとの使用料の例
（２か月分の消費税相当額込みの金額）

区分
現行 改定後 使用水量

（立方メートル） 現行 改定後 改定差額使用水量
（立方メートル） 金額 使用水量

（立方メートル） 金額

基本使用料 0 ～ 20 2,200円 0 ～ 16 2,200円 16 2,310円 2,310円 0円

超過使用料
（１立方メー
トルあたりの
単価）

21 ～ 40 120円 17 ～ 40 132円 20 2,310円 2,864円 554円
41 ～ 100 154円 41 ～ 100 171円 30 3,570円 4,250円 680円

101 ～ 200 200円 101 ～ 200 223円 40 4,830円 5,636円 806円

201 ～ 1,000 236円
201 ～ 500 242円 50 6,447円 7,431円 984円
501 ～ 1,000 260円 60 8,064円 9,227円 1,163円

1,001 ～ 2,000 244円 1,001 ～ 2,000 270円 70 9,681円 11,022円 1,341円
2,001 ～       260円 2,001 ～ 275円 80 11,298円 12,818円 1,520円

温泉および公衆浴場汚水
（１立方メートルあたりの単価） 70円 77円

90 12,915円 14,613円 1,698円
100 14,532円 16,409円 1,877円

■問合せ　下水道営業課料金係（☎３４－１３７１）



可燃ごみ専用指定ごみ袋30リットルを販売します
　10月から可燃ごみの減量化の一環として、新たに可燃ごみ専用指定ごみ袋30リッ
トルを販売します。
　スーパーやホームセンターなどの「米子市指定ごみ袋・収集シール取扱店」で購
入することができます。
　また、可燃ごみ専用指定ごみ袋30リットルの販売に伴い、今までの「40Ｌ大袋」、
「20Ｌ中袋」、「10Ｌ小袋」の容量標記を「40Ｌ」、「20Ｌ」、「10Ｌ」に改めます。
■販売開始時期　平成25年10月１日

生ごみを減らそう！
　米子市では、可燃ごみの約半分を生ごみが占めており、生ごみを減らすことがごみの減量化に取り組む上での課題の
一つとなっています。そこで、市民の皆さんにご家庭で自主的に生ごみの減量、リサイクルに取り組んでいただくため、
生ごみ処理機などの購入費を補助します。
■補助金の額
①生ごみ処理機（電気式）・・・購入金額の３分の１（100円未満切捨て）・上限２万円
②生ごみ処理容器（コンポスト容器・密閉式容器・生ごみ水切り容器）・・・購入金額の３分の１（100円未満切捨て）・
上限３千円
※生ごみ処理容器は、種類、用途により発酵剤や、使用方法により処理容器が複数台必要になることもあります。ご購
入の前に購入店で使用方法などをご確認ください。
■申込受付期間　５月１日（水）～平成26年２月28日（金）　※予算がなくなり次第終了します。
※平成25年３月31日以前に購入された生ごみ処理機などは、補助の対象となりません。
※申込方法など、くわしくは「米子市ホームページ」をご確認いただくか、環境政策課（☎２３－５２５９）までお問い合
わせください。

太陽熱利用機器（太陽熱温水器など）の導入費を補助します
　家庭における地球温暖化防止対策として、自然エネルギーの利用促進を図るために、太陽熱利用機器（太陽熱温水器な
ど）を設置される方へ導入費の一部を補助します。
　なお、導入後の申請は補助対象となりませんのでご注意ください。
■対象　 ▼自ら居住する住宅（市内）にシステムを設置する方
　　　　 ▼自ら居住するためにシステム付き住宅（市内）を購入する方
■補助金の額　上限20,000円
■申込受付期間　８月１日（木）～平成26年１月31日（金）　※予算がなくなり次第終了します。
※ただし、本年度中に工事完了または契約締結（建売住宅の場合）する必要があります。
くわしくは、ホームページでご確認いただくか環境政策課（☎２３－５２５６）までお問い合わせください。

不燃ごみの処分について
　来年の１月から３月にかけて、リサイクルプラ
ザの改修が行なわれます。ご家庭内にたまってい
る不燃ごみは、年内に処分するよう、ご協力をお
願いします。

分別徹底のお願い
　家庭から排出される不燃ごみのなかに、ガスの入った缶、電池
がついたままの器具が混入しています。
　火災などの重大な事故につながりますので、分別の徹底をお願
いします。

可燃ごみ袋に、
30リットルの袋が
加わります。

40リットルの袋から
30リットルの袋に変えて、

ごみの減量に
ご協力ください。

環 境 政 の策 お課 知か らら せ



エアゾール式簡易消火具の
破裂事故に注意 ! !

西部広域行政管理組合消防局からのお知らせ
　去る５月に、米子市内において、ヤマト
プロテック（株）製のエアゾール式簡易消
火具の容器破裂事故が発生いたしましたの
で、ご注意ください。
　これは、平成19年当時から、同社より自
主回収商品としてキャンペーンがなされて
いるものでしたが、この度、写真のとおり、
台所のシンクの中にあったものが「ボン」
という音とともに、破裂したとの連絡があっ
たものです。

　このように、ご家庭の台所の片隅、押し入れ
の中などに未回収品として残っていませんか？
　品質保証期間を過ぎた商品をそのままお持ち
になっていますと、劣化している事に気が付か
ず、突然の液の噴出により容器が跳ね上がるな
ど、中の液が目に入ったり、怪我をする恐れが
ありますので適正な処分をお願いいたします。
■品質保証期間の過ぎた商品の廃棄についてのお問い合わせは
　・ヤマトプロテック株式会社（☎０１２０－８０１－０８４）
　・西部消防局予防課（☎３５－１９５４）

図書館・美術館リニューアルオープン
　昨年から改修工事を行なっていた図書館・美術館が、リニューアルオープンします。オープンは、17日（土）です。オー
プンに先立ち、テープカットを行ない、その後、利用が可能となります。

▼テープカット　17日（土）午前９時45分から
　図書館・美術館では、リニューアルに伴い、つぎのとおり変更を行ないました。

【図書館】
■開館時間　平日：午前９時～午後７時
　　　　　　土・日・祝日：午前10時～午後６時
　休館日や貸出に関しては、これまでと変更ありません。
　休館日：毎週月曜日、月末、年末年始、特別整理期間
　貸出冊数：１人10冊まで、貸出期間：２週間
■図書貸出利用証　便利にお使いいただけるよう、図書システムの更新を行ない、自動貸出機や盗難防止装置の導入をし
ています。これに伴い、図書貸出利用証が変更となっていますので、ご来館の際には図書館カウンターにて図書貸出利用
証の更新手続きをお願いします。
■研修室　研修室の利用料金が次のとおり変更となっています。（利用に際しては事前の使用許可が必要です。）

研修室名
使用料の額

（使用１時間につき )
研修室名

使用料の額
（使用１時間につき )

第１研修室 1,050円 第３研修室 260円
第２研修室 550円 第４研修室 320円

※研修室の一部については、図書館の事業に支障のない範囲で学習等にご利用いただけます。
■多目的スペース
　新たに多目的スペースを設けました。各種展示などにご利用ください。（利用に
際しては事前の使用許可が必要です。）

【美術館】
■喫茶室　新たに喫茶室を設けました。休憩にご利用ください。
図書館・美術館の利用に関しては、それぞれの館へお問い合わせください。
米子市立図書館（☎２２－２６１２）、米子市美術館（☎３４－２４２４）

ハンセン病回復者の方々との
県民交流事業の参加者募集

　岡山県の国立ハンセン病療養所に入所されている
方々と県民とのふれあいを通し、入所者の方々に生き
がいを持って過ごしていただくとともに、ハンセン病
への差別と偏見をなくし、人権意識を高めてもらうた
め、交流事業を実施します。事業内容は、入所者の方
との交流、施設見学、納骨堂お参り等です。
■とき　10月17日（木）午前８時～午後８時
■訪問先　国立療養所邑

お

久
く

光明園
　　　　　国立療養所長島愛生園
■公募期間　９月27日（金）まで
■募集人数　24人（ただし、鳥取県民の方のみ）
※応募者多数の場合はお断りすることがあります。なお、
初めて訪問される方を優先いたしますのでご了承ください。
■参加料　無料（昼食は各自で用意）
■応募方法　書面（はがき、封書、ＦＡＸ）に住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、訪問経験の有無、
入所者の方に聞きたいことを記して、応募してくださ
い。
■応募先・問合せ　〒６８３－０８０２　米子市東福
原１－１－ 45　西部総合事務所福祉保健局（米子保
健所）健康支援課ハンセン病交流事業担当（☎３１－
９３１７、ＦＡＸ３４－１３９２）



指定管理者候補者選定委員会の
委員を募集します

　市が設置する公の施設の管理を行なわせる指定管理者の
選定にあたり、市民の皆さんのご意見をいただくため、米
子市指定管理者候補者選定委員会の委員を募集します。
■公募人数　１人
■任期　２年　■会議　３時間程度の会議を年４回程度開催
■応募資格　平成25年７月１日現在、満20歳以上で、市内
にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由・動機を400字から800
字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、
総務管財課（本庁舎３階）に直接お持ちいただくか、郵送、
Ｅメールなどでご応募ください。なお、応募書類には、必
ず「選定委員応募」と明記してください。※提出された書
類はお返しいたしません。
■応募締切　22日（木）（郵送の場合、当日消印有効）
■選考方法　応募書類をもとに書類選考
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市加茂町１－１
総務管財課（☎２３－５３２３、Ｅメール：somu@city.
yonago.lg.jp）

風しんワクチン予防接種費を助成します
風しんについて
　風しんは、関東地方、近畿地方で患者が増加しており、今後全国的に広がるおそれもあります。鳥取県でも、すでに
昨年１年間の患者数を上回っています。
　風しんで特に注意しなければいけないことは、風しんの免疫のない妊婦が妊娠初期に風しんウイルス感染すると、お
腹の中の赤ちゃんに難聴や心疾患、白内障などの障がい（先天性風しん症候群）を起こすことがあることです。
　風しんはワクチンで予防できる疾患です。米子市では、妊娠可能年齢の女性や妊婦の夫に対して、６月１日にさかのぼっ
て、米子市風しんワクチン接種費緊急助成事業を行ないます。また、風しん抗体価検査を受けて、自分が風しんに対し
て免疫があるかどうか知っておくことも大切です。

風しんワクチン予防接種の助成内容
　「風しんワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」を接種する場合、１人に１回、接種費用の一部（上限8,000円ま
で）を助成します。（接種費用が8,000円に満たない場合は、当該接種費用の額）
■対象者
米子市に住民登録のある方で、次のいずれかに該当する方
①平成26年３月31日において、19歳以上50歳未満の女性（昭和39年４月２日生まれ～平成７年４月１日生まれの女性）
②妊婦の夫（予防接種時点で、配偶者が妊婦の方）
■対象時期　平成25年６月１日～平成26年３月31日接種分まで
■申請時期　平成26年３月31日まで。ただし、平成26年３月中に接種された場合は、同年４月30日までに申請してください。
■申請に必要な書類

▼接種済証兼領収証…医療機関発行の領収証（接種したワクチンのメーカーおよびロットナンバーが記載されているもの）

▼申請書、請求書、口座振込依頼書…健康対策課窓口にあります。　 ▼接種者の健康保険証　 ▼母子健康手帳（妊婦の夫
の場合）　 ▼印章（朱肉を使うもの）　 ▼振込先の口座番号が分かるもの
■申請場所　米子市福祉保健総合センター３階（ふれあいの里：錦町１丁目）健康対策課（☎２３－５４５１）

申請から助成を受けるまで…
①医療機関で予約　②予防接種を受ける（接種済証兼領収証をもらう）　③健康対策課に申請　④後日、口座に振込み
※注意事項
予防接種を受けられる場合は、体調など医師とよく相談してください。／予防接種を受ける際には、あらかじめ医療機関
に予約してください。／任意の予防接種ですので、接種費用は医療機関によって違います。医療機関にお尋ねください。
／ワクチンが入手困難な場合は、接種できないことがあります。

風しん抗体価検査ができるところ
鳥取県西部総合事務所福祉保健局（米子保健所：東福原１丁目）（☎３１－９３１７）毎週火曜日　午後１時～１時30分（事
前連絡が必要です。）検査料金は、790円です。

米子市文化ホール運営委員会の
委員を募集します

  米子市では、文化ホール・公会堂・淀江文化センターの
事業等について市民の皆さんのご意見をいただくため、米
子市文化ホール運営委員会の委員を募集します。
■公募人数　２人
■応募資格　平成25年８月１日現在、満20歳以上で、市
内にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　応募の動機、文化ホール・公会堂・淀江文化
センターの事業について思うことを 800字程度にまとめ、
住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、文化課（第２
庁舎３階）に直接お持ちいただくか、郵送またはＥメール
でご応募ください。※提出された書類はお返しいたしま
せん。
■応募締切　30日（金）必着
■選考方法　応募書類をもとに書類選考
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町１６１－
２　文化課（☎２３－５４３７、ＦＡＸ２３－５４１４、Ｅメー
ル：bunka@city.yonago.lg.jp）



非核平和都市宣言
　真の恒久平和は、私たち人類共通の願いです。
　しかし、世界各地で今なお紛争が絶えず、依然として
軍備の拡大が続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたら
していることに、世界中の人々が等しく憂えています。
　我が国は、世界で唯一の核被爆国として、再びあの広
島、長崎の惨禍を繰り返してはなりません。また、日本
国憲法の恒久平和主義の理念を市民生活の中に生かし、
継承しなければなりません。
　したがって、米子市は、核兵器を持たず、つくらず、
持ち込ませずという非核三原則の完全実施と、すべての
核兵器の廃絶を全世界に向かって訴えるとともに、ここ
に「非核平和都市」を宣言します。（平成18年３月28日議決）

悲惨な核戦争と核兵器の廃絶を
　米子市は、悲惨な核戦争に人々が巻き込まれないよう
にとの願いを込め、平成18年３月の市議会議決により核
兵器の廃絶を強く訴える「非核平和都市」を宣言しました。
　広島、長崎の悲劇を絶対に繰り返さぬよう、全世界に
向けて核戦争、核兵器の廃絶を訴えましょう。

平和への祈り　黙とうを
　広島、長崎両市の原爆死没者および戦没者の霊を慰め、
恒久平和を願うため、それぞれの家庭や職場で、黙とう
を捧げましょう。
■黙とうの時間
広島市　６日（火）　午前８時15分から１分間
長崎市　９日（金）　午前11時２分から１分間
終戦記念日　15日（木）正午から１分間
■原爆パネル展　５日（月）～16日（金）市役所１階　市
民コーナー　※原爆パネルの貸出しをします。くわしく
は、総務管財課（☎２３－５３３１）まで。

　米子市土地開発公社では、次のとおり一般公募により公社所有地９区
画を分譲します。
■売払物件
　所 在 地：米子市安倍371番７ほか8区画
　地 目：宅地（地盤調査済み）
　用途地域：第１種住居地域
■地積および分譲価格（諸費用は別途）

区画 面積 分譲価格
① 197.26 ㎡ 6,746,292 円
② 194.69 ㎡ 売却済み
③ 279.52 ㎡ 8,245,840 円
④ 195.08 ㎡ 7,295,992 円
⑤ 196.19 ㎡ 7,141,316 円
⑥ 205.22 ㎡ 売却済み
⑦ 195.14 ㎡ 6,810,386 円
⑧ 275.93 ㎡ 8,139,935 円
⑨ 219.20 ㎡ 6,006,080 円
⑩ 296.82 ㎡ 8,667,144 円
⑪ 288.56 ㎡ 7,993,112 円

■申込方法　土地開発公社に備付けの申込書に世帯全員の住民票の写しを添えてお申し込みください。
■譲受人の決定　申込みの先着順にて譲受人を決定します。
■申込・問合せ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

開 所発 有公 地社 を
払 い し売 ま す

米子市北公園墓地の使用者を募集します
　平成25年６月に新規区画（150区画）の募集を行なったと
ころ、127区画の申込みがありました。現段階で残り23 区
画ございますので、つぎのとおり随時受付けします。
■募集区画
区分 地区 面積（㎡）使用料（円）管理料（円／年）残り区画

霊地 Ｅ 4 378,000 3,360 ３
5 472,500 4,200 20

※米子市以外に住所がある方は、使用料と管理料の額が1.5
倍になります。
■受付開始日　19日（月）
※空き区画がなくなり次第、受付けを終了します。
■申込資格　次のいずれかに該当する方
米子市に住所がある方／米子市に本籍がある方／米子市にあ
るお墓を移転しようとする方
■申込みに必要なもの　米子市営墓地使用許可申請書（建設
企画課にあります。）、申請者の住所・氏名を確認できる書類

（運転免許証、健康保険証等）、印鑑
※米子市外に住所がある方は、住民票の写しが必要です。
■申込・問合せ　建設企画課（☎２３－５５２９）

住民基本台帳カード発行等のサービスを
一時停止します

20日（火）は、住民基本台帳ネットワーク関連機器の更改作
業のため、次の手続きができません。

▼住基カードの発行・廃止・一時停止（解除）

▼住基カードの暗証番号の変更・再設定

▼住基カードを利用した転出・転入

▼転入に伴う住基カードの継続利用

▼転居に伴う住基カードの券面事項更新

▼広域交付住民票の交付
■問合せ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）
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～
23
日

平
成
26
年
３
月
20
日
～
21
日

▼
主
な
停
留
所
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
運
行
は
日
ノ
丸
バ
ス
で
す
。

▼
斜
体
は
８
月
の
み
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

▼
交
通
事
情
等
に
よ
り
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

建
設
企
画
課
（
☎
23
―
５
５
２
９
）

南公園墓地行き臨時バス時刻表
南公園墓地行き

祇園町車庫 市役所前 高島屋前 米子駅前 美 吉 公園墓地
9:00 9 :04 9 :05 9 :10 9 :13 9 :17
10:40 10:44 10:45 10:50 10:53 10:57
13:20 13:24 13:25 13:30 13:33 13:37
15:00 15:04 15:05 15:10 15:13 15:17
16:30 16:34 16:35 16:40 16:43 16:47
18:13 18:17 18:18 18:23 18:26 18:30

市内方面　祇園町車庫行き
公園墓地 美 吉 米子駅前 高島屋前 市役所前 祇園町車庫
10:17 10:21 10:24 10:29 10:30 10:34
11:57 12:01 12:04 12:09 12:10 12:14
14:37 14:41 14:44 14:49 14:50 14:54
16:10 16:14 16:17 16:22 16:23 16:27
17:40 17:44 17:47 17:52 17:53 17:57
19:30 19:34 19:37 19:42 19:43 19:47

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

全
国
一
斉
放
送
試
験
を
実

施
し
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
」
は
、
地
震
津
波
情
報

や
国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
等
の

緊
急
情
報
を
、
衛
星
回
線
を
利
用

し
て
受
信
し
、
直
ち
に
防
災
無
線

で
自
動
音
声
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
一
斉
に
こ
の
自

動
放
送
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
の
試

験
放
送
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

米
子
市
に
お
い
て
も
、
次
の
日

程
で
試
験
放
送
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
試
験
放
送
予
定
の
日
時

平
成
25
年
９
月
11
日
㈬

午
前
11
時
頃
、
午
前
11
時
30
分

頃
の
２
回
、
試
験
放
送
を
行
な

い
ま
す
。

▼
放
送
の
内
容

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。」

と
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

■
問
合
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

環
境
事
業
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

さ
さ
竹
や
供
え
物
は
指
定
の
場
所
に

　

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精
霊
送
り
の

供
え
物
は
、
絶
対
に
川
な
ど
に
捨
て
な

い
で
、
各
地
区
指
定
の
場
所
に
持
ち
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
七
夕
の
さ
さ
竹

・
宇う

け気
河か

わ
ぐ
ち口

神
社
（
内

町
）
は
、
７
日
㈬
中
に

・
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
８
日
㈭
の

午
前
８
時
30
分
ま
で
に

◆
精
霊
送
り
の
供
え
物

・
湊
山
公
園
は
、
16
日
㈮
の
午
後
５
時

か
ら
９
時
ま
で
に

・
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、
上
後

藤
庵
寺
跡
、長
砂
町
（
旧
清
掃
課
前
）
は
、

16
日
㈮
の
夜
に

・
そ
の
他
の
各
地
区
指
定
場
所
は
、
16

日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に

・
淀
江
地
区
は
別
途
回
覧
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
精
霊
送
り
の
供
え
物
で
、
持
ち
出
し

で
き
な
い
も
の

不
燃
物
（
仏
具
、提
灯
）・
資
源
物
（
缶
・

ビ
ン
類
）・
通
常
の
家
庭
ご
み
の
混
入

お
よ
び
塔
婆
等
は
、
持
ち
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

環
境
事
業
課

（
☎
23
―
５
３
０
０
）

樹
木
の
剪
定
・
刈
り
込
み
の
お
願
い

　

道
路
上
の
樹
木
の
張
り
出
し
で
歩
行
者

や
自
動
車
の
通
行
に
支
障
と
な
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

木
の
枝
や
生
垣
が
道
路
上
に
張
り
出
し

た
り
、
覆
い
か
ぶ
さ
る
と
通
行
し
づ
ら
い

だ
け
で
な
く
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
を

見
づ
ら
く
し
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

安
全
、
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
樹
木
の
定
期
的
な
剪
定
、
刈
り
込
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

維
持
管
理
課
（
☎
23
―

５
２
４
１
）



配
慮
か
ら
当
た
り
前
へ

～
み
ん
な
の
た
め
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
～

　

私
た
ち
の
ま
ち
で
は
、
男
の
人
・
女
の

人
、
子
ど
も
・
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

人
、
外
国
籍
の
人
、
背
が
高
い
人
・
低
い
人
、

妊
娠
中
の
人
な
ど
、
一
人
一
人
が
違
う
個

性
・
環
境
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
同
じ

環
境
で
も
、
人
に
よ
っ
て
不
便
に
感
じ
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
、

快
適
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
と

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
で
き

る
限
り
解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
れ
ま
で
、
建
物
や
製
品
の
多
く
は
、

主
に
大
人
の
健
常
者
が
使
い
や
す
い
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
が
、
環
境

の
不
備
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か

活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
既
存
の
建
物
に
ス
ロ
ー
プ

や
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
化
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
不
便
さ
は

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、「
特
定
の
人
」
の
た
め

の「
特
別
な
対
策
」と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、

時
と
し
て
疎
外
感
を
味
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
人
は
、
一
人
の
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
り
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
同

じ
環
境
を
等
し
く
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
本
来
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
で

す
。
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
個
人

の
特
徴
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
に
と
っ

て
“
は
じ
め
か
ら
”
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
建
物
・
環
境
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
創
っ
て
い
く
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
の
考
え
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
そ

の
考
え
方
に
沿
っ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

元
々
は
「
誰
か
の
た
め
」
に
考
え
出
さ

れ
た
こ
と
が
、
実
は
「
み
ん
な
」
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
そ
の
一
員
と
し
て
活
か
し
・

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
い
は
誰
で
も
感

じ
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
を
そ
の
ま
ま
自
然
に
受
け
入
れ
、
認

め
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
で
す
。
全
て
の
人
が
満
足
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
は
終
わ
り
の
な
い
取
組
で
す
。

し
か
し
、
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

視
点
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
、
新
し
い
何

か
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

少
し
ず
つ
前
進
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
が
、
ご
く
自
然
に
、
さ
り
げ
な
く
、

そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
・
・
・
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

ご
家
族
の
長
い
長
い
年
月
を
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
解
決
を
願
っ
て
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

　米子市美術館は、1983年（昭和58年）６月17日、山陰地方初の
公立美術館として開設されました。以来、市展・県展・米子市秋の
文化祭など市民参加の美術展のほか、年間１～２回開催する特別企
画展や館蔵品を紹介する常設展を展覧会事業として行なうと同時
に、美術講演会や土曜講座、ミュージアムスクールなど教育普及事
業として開催し、これまでに200万人を超える方々にご利用いただ
いています。
　今年、開館30周年を迎え、昨年５月から行なってまいりました
改修工事が完了し、リニューアルオープンする運びとなりました。
　市民の皆様には、リニューアルオープン後初の展覧会として、８
月23日（金）から「第53回米子市美術展覧会」をご覧いただくこと
ができます。
　また旧二中跡地に新設した創作広場を活用したワークショップを
９月22日（日）に開催します。皆さまのご来場とご参加を心よりお
待ちしております。
※くわしくは19ページ「８月の催し」をご確認ください。

◎問合せ
米子市美術館　（☎３４－２４２４）
http://www.yonagobunka.net/y-moa/

米子市美術館　リニューアルオープンのお知らせ



　

鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選

挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
す

　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
毎
年
９
月
１
日
現
在
で
「
鳥

取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人

名
簿
」
を
調
製
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登

録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

９
月
１
日
㈰
～
５
日
㈭

申
請
書
の
あ
る
所

　

申
請
書
は
漁
業
協
同
組
合
に
加

入
の
方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な
い

方
は
米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方

次
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の

あ
る
方

・
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う

漁
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
漁
業
の
従
事
者

・
平
成
５
年
12
月
６
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。（
支
給
停
止
中
の

方
を
含
む
。）

　

対
象
者
に
は
８
月
上
旬
ま
で
に

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降
（
支

給
は
12
月
）
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
児
童
係

（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

見
え
に
く
さ
の
ご
相
談
は
お
気

軽
に
鳥
取
盲
学
校
へ

　

盲
学
校
で
は
、
一
般
の
小
・
中
・

高
等
学
校
の
学
習
と
と
も
に
、
見

え
に
く
さ
に
応
じ
た
学
習
方
法
、

パ
ソ
コ
ン
や
点
字
の
学
習
、
安
全

な
暮
ら
し
等
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
鍼
・
灸
・
あ
ん
摩
師
を
目
指

す
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。
授
業
料

無
料
。
教
科
書
無
償
配
布
。
自
立

に
向
け
て
の
生
活
訓
練
の
場
と
も

な
る
寄
宿
舎
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
就
学
奨
励
費
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
入
学
資
格
は
、
矯
正
視
力

お
お
む
ね
０
．
３
未
満
の
人
、
ま

児
に
対
す
る
慰い

藉し
ゃ

の
一
環
と
し

て
、
慰
霊
追
悼
お
よ
び
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て｢

戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業｣

の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
遺
族
会

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
２
０
１　

（
☎
０
８
５
７
―
39
―
２
２
７
０
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
職
員
採
用
試
験

▼
事
務
局
職
員

募
集
職
種
・
人
員

一
般
事
務
・
３
人
／
電
気
・
１
人

／
機
械
・
２
人
／
建
築
・
１
人

応
募
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰
・
教

養
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門
試
験

（
電
気
・
機
械
・
建
築
の
み
）

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月

上
旬
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別

途
通
知
）・
作
文
試
験
、
面
接
試
験

申
込
受
付
場
所　

〒
６
８
９
―

３
４
０
３　

米
子
市
淀
江
町
西

原
１
１
２
９
―
１
（
淀
江
支
所

た
は
、
視
力
以
外
に
見
え
に
く
さ

が
あ
る
人
で
す
。
病
気
に
よ
る
見

え
に
く
さ
等
の
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学
校

（
☎
０
８
５
７
―
23
―
５
４
４
１
）

　
「
よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
支
援
や
ご
相

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
職
場
見
学
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
若
者
仕
事
ぷ
ら
ざ

等
と
連
携
し
、
個
別
の
状
況
に
合

わ
せ
た
就
労
・
社
会
参
加
へ
の
お

手
伝
い
（
支
援
）
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
年
末
年
始
お
よ
び
祝
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
第
１
、
第
３
土

曜
日
）

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
米
子
駅
前
店
４

階
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
隣
り
）

問
合
せ　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
21
―

８
７
６
６
）

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

く
ら
し
の情

報

内
）
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
事
務
局
総
務
課
（
☎
22
―

７
７
２
２
）

▼
消
防
局
職
員

募
集
職
種
・
人
員　

消
防
吏
員
・

20
人

応
募
資
格　

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
16
人
程
度
）

・
平
成
26
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
方
（
４
人
程
度
）

試
験
日
・
科
目

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰
・
教

養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
試
験

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月

中
旬
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別

途
通
知
）・
作
文
試
験
、面
接
試
験
、

健
康
審
査

申
込
受
付
場
所　

〒
６
８
３
―

０
８
５
３　

米
子
市
両
三
柳

５
４
５
２
番
地　

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
総
務
課

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

西部広域行政管理組合
事務局職員採用説明会

■と き　17日（土）午後１時～４時
■ところ　米子コンベンョンセン
ター（国際会議室）
　米子市が実施する職員採用説明会
の会場内に本組合事務局ブースを設
置し、来場者に職場説明等を実施し
ます。



（
☎
35
―
１
９
５
３
）

▼
い
ず
れ
の
職
種
も

採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

23
日
㈮
ま
で
※

指
定
の
受
験
申
込
書
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は

23
日
㈮
消
印
有
効

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
、
本

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tottori-seibukoiki.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種　

障
害
程
度
区
分
認
定

調
査
員

業
務
内
容　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
伴
う
障
害
程
度
区
分
認
定

調
査
業
務

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

障
が
い
者
福
祉
ま
た

は
高
齢
者
福
祉
業
務
に
係
る
資
格

を
有
す
る
か
そ
の
職
務
経
験
の
あ

る
方
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

18
日
㈰
・
教
養
、

面
接

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
９
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

１
日
㈭
～
12
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
障
が
い

者
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
☎

23
―
５
５
４
７
）

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講

者
募
集

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
な
う
手
話

奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
習
会
で

す
。

と
き　

９
月
12
日
～
平
成
26
年
２

月
20
日
（
毎
週
木
曜
日
、全
23
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

内
容　

入
門
課
程（
初
心
者
対
象
）

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
等
に

関
す
る
講
義

対
象
者　

高
校
生
以
上
の
聴
覚
障

が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
方

定
員　

40
人
※
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

申
込
締
切　

23
日
㈮
必
着

申
込
・
問
合
せ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
く
ろ
う
中
部
事
務
所

（
☎
０
８
５
８
―
27
―
２
３
５
５
）

　

自
衛
官
募
集

▼
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

　

陸
上
、
海
上
、
航
空
各
自
衛
隊

の
中
枢
と
な
っ
て
活
躍
す
る
陸
・

海
・
空
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス

応
募
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

（
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
９
月

６
日
㈮

第
１
次
試
験　

９
月
16
日
㈪
・
㈷
、

17
日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次

試
験
が
あ
り
ま
す
。

▼
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　

海
上
、
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー
ス

応
募
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

（
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
）

受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
～

９
月
６
日
㈮

第
１
次
試
験

９
月
21
日
㈯

第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次

試
験
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
28
回
）

と
き　

22
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時

30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
よ
り
良
い
睡
眠
の
た

め
に
」

講
師　

医
療
法
人
養
和
会
養
和
病

院
医
局
長　

廣ひ
ろ

江え

ゆ
う
さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

原
子
力
防
災
講
演
会

と
き　

18
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

（
境
港
市
中
野
町
２
０
５
０
）

テ
ー
マ　
「
放
射
線
か
ら
ま
も
る

―
被
ば
く
と
健
康
リ
ス
ク
を
考
え

る
」

講
師　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

教
授　

甲か

い斐
倫み

ち
あ
き明

さ
ん

対
象
者　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
が
、
申
込
み
が
必
要

で
す
。

「
男
と
女
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
ど
っ
ち
で
も
い
い
と
言
え
る
社
会　
　
　

一
般
応
募
作
品

日
本
に
お
い
て
は
約
５
人
に
１
人
が
睡

眠
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
と
さ
れ
ま

す
。
実
際
に
多
く
の
方
が
睡
眠
時
間
や

薬
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
を
お
持
ち
だ

と
思
い
ま
す
。
睡
眠
の
障
害
に
は
「
不

眠
症
」
や
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
代
表
的
な
睡
眠
障
害
を

紹
介
し
、
日
々
の
睡
眠
が
少
し
で
も
質

の
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
眠
り
の
コ

ツ
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

消防職場説明会
■とき　９日（金）午後１時30分～
若手職員による消防業務の話、訓練見学等
※申込みは、電話（☎３５－１９５３）また
はＥメールで受付けます。

▼消防局ホームページ
http://www.tottori-seibukoiki.jp/
syobo/index.htm

▼Ｅメール
syobo@tottori-seibukoiki.jp

自衛官募集説明会
　自衛隊米子地域事務所では、平成 25 年度、陸・海・
空自衛官の各種あるコース等の受験説明会を実施し
ますので、どうぞお気軽にお越しください。参加無
料で手続き等はありません。
■と き　３日（土）・24日（土）　午前９時～正午
■ところ　米子コンベンションセンター
■問合せ　自衛隊米子地域事務所（☎３３－２４４０）



定
員　

４
０
０
人

主
催　

米
子
市
・
鳥
取
県
・
境
港
市

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
危
機
管

理
局　

原
子
力
安
全
対
策
室

（
☎
０
８
５
７
―
26
―
７
９
７
４
）

　

第
２
回
造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講

習
　

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
高
年
齢
者
の
再
就
職

を
支
援
す
る
目
的
で
、
庭
園
管
理
の

基
礎
知
識
を
学
び
、
実
習
に
よ
り
剪

定
の
技
術
を
習
得
す
る
、
第
２
回
造

園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

期
間　

９
月
24
日
㈫
～
10
月
４
日

㈮
（
土
・
日
を
除
く
９
日
間
）

会
場　

米
子
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ　

ほ
か

対
象　

55
歳
以
上
で
、
就
職
・
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
み
を
し
て
い
る
方

募
集
締
切　

９
月
６
日
㈮

定
員　

25
人

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　
（
公
益
社
団

法
人
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎
37
―

２
５
３
１
）（
申
込
書
は
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
米
子
、
米
子
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

９
月
８
日
㈰　

午
前
８
時

10
分
・
米
子
駅
前
集
合
（
８
時
30

分　

米
子
駅
発
）

行
き
先　

松
江
方
面
（
出
雲
風
土

記
の
丘
、神か

も

魂す

神
社
行
程
約
12
㎞
）

弁
当
持
参

費
用　

運
賃
（
往
復
大
人
８
０
０

円
）・
団
体
入
館
料　

２
４
０
円

解
散
予
定　

午
後
４
時
頃
（
帰
り

午
後
３
時
13
分
東
松
江
駅
発
）

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
が
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
ポ
ー
ル

レ
ン
タ
ル
は
予
約
が
必
要
（
レ
ン

タ
ル
料
５
０
０
円
）
と
な
り
ま

す
。
申
込
先
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
鳥
取
県
西
部
支
部
（
☎

32
―
３
６
０
１
）
ま
で
。 

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

　

平
成
25
年
度
第
２
回
初
心
者
テ

ニ
ス
教
室

と
き　

９
月
～
11
月
、
毎
週
火
曜

日
・
午
前
10
時
～
正
午

※
初
日
は
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

庭
球
場

募
集
人
員　

30
人
程
度
※
定
員
に

な
り
次
第
締
切

参
加
料　

３
０
０
０
円

募
集
締
切　

８
月
24
日
㈯

指
導
者　

米
子
市
テ
ニ
ス
協
会
指

導
員

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

　

米
子
地
区
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー

２
０
１
３
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も

減
ら
す
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
10
人
１
組

の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
期
間
中
の

無
事
故
（
物
損
事
故
は
含
ま
な

い
。）・
無
違
反
を
競
い
ま
す
。
全

員
が
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し

た
チ
ー
ム
に
は
、
表
彰
す
る
と
と

も
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

期
間　

９
月
21
日
～
12
月
31
日

参
加
料　

１
人
当
た
り
６
３
０
円

問
合
せ　

鳥
取
県
交
通
安
全
協

会
米
子
地
区
協
会
（
☎
33
―

６
７
０
０
）

ち
ゃ
ん
で
も
な
い　

君
で
も
な
い
さ　

さ
ん
が
い
い　
　
　

一
般
応
募
作
品

米子市職員を募集します
平成26年４月採用予定の職員採用試験と説明会を行ないます。
米子が好きで、米子のために「何かやってやろう！」という熱意・意欲のある皆さんを
お待ちしています。
いずれも、くわしくは募集案内、米子市ホームページでご確認ください。
■受験案内、受験申込書の請求、問合せ　職員課（☎２３－５３４１）

職員採用試験
■募集職種・人数

●一般事務　　　　10 人程度　　　　●土木　　　　　　　若干名
●電気　　　　　　　若干名　　　　●機械　　　　　　　若干名
●保育士　　　　　　若干名　　　　●水道一般業務　　　若干名

■受験資格
　●一般事務、土木、電気、機械、水道一般業務…昭和59年４月２日以降に生まれた方
　●保育士…昭和59年４月２日以降に生まれた方で児童福祉法に基づく保育士登録をし

ている方（平成26年３月31日までに登録見込みの方を含む。）
■試験日　
　 ▼第１次試験　９月22日（日）　教養・適性検査・作文、専門（土木・電気・機械・保

育士のみ）
　※第２次試験は、第１次試験合格者へ別途ご案内します。
■申込受付期間　８月12日（月）～30日（金）（当日消印有効）※ 指定の受験申込書を

職員課に提出してください。

職員採用説明会
採用試験のことはもちろん、市役所の仕事内容などを若手職員が説明します。
■とき　17 日（土）　午後１時～４時
■ところ　米子コンベンションセンター 国際会議室
■参加対象
　●採用試験（平成26年４月採用予定）を受験しようと思っている方
　●将来、米子市で働きたい！と思っている方（受験資格年齢までの方）
■その他
　●事前の参加申込み等は不要です。
　●本説明会への参加の有無は、採用試験の合否に関係ありません。
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平成25年度（第49回）

■期日　６月３日（月）～11月18日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場：午後１時30分）
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座開催日に、会場でお申し込みくだ
さい。※電話申込みはできません。
■受講料　年間1,000円　※初めて受講される日に、
会場受付でお支払いください。
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
★８月・９月の講座
とき 内 容

８月５日
（月）

「知ってもらいたい在宅医療」
ひだまりクリニック　院長
　福

ふ く だ

田　幹
み き

久
ひ さ

さん

８月19日
（月）

「出雲大社の創始」
島根県教育庁古代文化センター
専門研究員 　平

ひ ら い し

石　充
みつる

さん

９月９日
（月）

【公開講座】

「米子市美術館開館30年のあゆみ」
米子市美術館　主任学芸員
　喜

き た む ら

多村　聡
さ と し

史さん

９月30日
（月）

「最近の子ども事情と地域の役割」
認定こども園鳥取短期大学附属幼稚園・
保育園　園長　中

な か し ま

嶋　邦
く に ひ こ

彦さん
※年間スケジュールは、チラシ裏面でご確認ください。
チラシは、生涯学習課・市役所１階ホール・各公民館にあ
ります。また、米子市ホームページに掲載しています。
※米子人生大学は、とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年
受講賞を設けています。

第47回米子盆踊り大会
県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」を大会でもりあげます。伝
統ある民俗芸能を踊ってみませんか。
■と き　14日（水）
　　　　　午後７時30分～９時30分頃
■ところ　米子市文化ホール広場
※雨天の場合は、15日に順延します。
■問合せ　文化課（☎２３－５４３６）

お盆に湊山公園で
うら盆精霊送りと灯ろう流し

■と き　16日（金）午後５時～９時
■ところ　湊山公園

▼当日は供物を承りますが、塔婆・仏具・提灯
や缶・ビンなどの持出しはご遠慮ください。
■問合せ　米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

米子駅前地下駐車場をご利用ください！
　これからの季節、お出かけのご予定も多い
と思います。駅周辺やＪＲ、高速バスなどで
お出かけの際は、ぜひ駅前地下駐車場をご利
用ください。
例えばこんなとき…里帰りのお子さん、お孫さんのお迎えに！

（30 分以内無料）／ JR 境港「鬼太郎列車」を米子駅（ねずみ男
駅）から利用！／夏休みは電車で旅行に！（１泊 1,500 円です。）
／がいな祭の万灯や花火大会に！
■問合せ　建設企画課（☎２３－５５２９）
　　　　　地下駐車場管理事務所（☎３１－２０２２）

第44回淀江町盆踊り花火大会
「つなげよう　ふるさとの夢　未来へ」

■と き　15日（木）　午後７時～９時
　　　　　（雨天時１日だけ順延）

▼開会セレモニー・盆踊り：午後７時～
８時20分

▼花火：午後８時30分～９時
■ところ　淀江海岸駐車場・淀江海岸
※駐車可能スペース：米子市淀江支所・
米子市淀江体育館・淀江公民館など
■問合せ
　淀江公民館（☎５６－３２２２）

第30回加茂川まつり
■と き　23日（金）午後３時～７時30分
■ところ　「加茂川広場」　立町２丁目　鹿島茶店前
・30周年記念セレモニー
・夕涼み遊覧
・加茂川音頭
・お地蔵さんスタンプラリー
・屋台村　　・お茶席
・キャンドルナイト
■主 催　加茂川まつり実行委員会
■問合せ　加茂川まつり実行委員会事務局（長田茶
店内）（☎２２－７６０２）

加茂川まつり　協力イベント
「四時半だよ、チビッ子　全員集合！」 
■と き　午後４時30分～６時
■ところ　「加茂川広場」
ヒップホップダンス／ケイキフラ（子供のフラダ
ンス）／けん玉ブラザーズによる妙技披露と実技
のおけいこ（稽古体験の子供さんには参加賞贈呈）
■主催・問合せ　旧加茂川・寺町周辺のまちづく
りを進める会、天神町一丁目・天神町二丁目自治
会　（☎０９０－４８０１－９７０１）

皆生漁港いまが旬！「黒バイ貝」
皆生漁港で水揚げされた黒バイ貝のアレンジ料理（試食）を味わっ
てみませんか？レシピ集の配布もあります。
■と き　３日（土）午前10 時～正午
■ところ　皆生横丁「きないや」
くわしくは、水産振興室（☎２３－５２２６）までお問い合わせください。

電波に関する困りごとの相談
　中国総合通信局では、不法電波による混信・妨害、テレビ・ラ
ジオの受信障害など電波に関する困りごとについて、相談電話を
開設しています。

▼不法無線局による混信・妨害相談（☎０８２－２２２－３３３２）

▼テレビ・ラジオ受信障害（☎０８２－２２２－３３８３）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

安倍彦名
住 宅 彦名町

63R1 102 中層耐火
４ 階 建 3DK 17,900円

～33,600円 S63
（高齢者等優先）

錦海町
住 宅

錦海町
２丁目 5R2 203 中層耐火

４ 階 建 3DK 23,000円
～43,900円 H5

錦海町
住 宅

錦海町
２丁目 5R2 303 中層耐火

４ 階 建 3DK 23,000円
～43,900円 H5

■入居者の資格　
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む。）がある
方。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単
身でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定め
る収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らかな
方／米子市税などの滞納がない方／暴力団員でないこと
■高齢者等優先入居
　60歳以上の方、心身に障がいのある方については、優先入居

（応募者数が複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞ
れ条件がありますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（木）～７日（水）※土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる
場合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認
ください。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課に
あります。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提
出は必要ありません。
■入居選考方法　９日（金）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　９月１日（日）
※次回の市営住宅入居者募集は９月２日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。 ▼ 12
日（月）、９月10日（火）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階
相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米
子支局（☎２２－６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■行政相談

国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員が相談
に応じます。予約不要。 ▼２日（金）、22日（木）／市役所第２
庁舎３階会議室。９月９日（月）／市役所本庁舎４階402会議室。
いずれも午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会

多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 20
日（火）午後１時30分～４時／米子コンベンションセン
ター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室

買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日午前８
時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁舎１階）
／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子

法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費者
金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件30分
５千円。※ただし、多重債務（クレジット、消費者金融）
の相談は無料、要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時／
米子天満屋５階（受付：平日午前９時～午後５時）／問鳥取
県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の
午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費用2,000
円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始は除く。月曜日が
祝日・休日の場合はその翌日）午後１時～３時／ふれあいの里１
階／毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時に、電話（☎２２
－７８３０）で予約／問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談

相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約
不要。 ▼ 10日（土）、９月14日（土）午前10時～午後２時
／イオン米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／
問鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■家庭児童相談室

児童の養育、ひとり親家庭、ＤＶ・女性の相談に応じま
す。／問こども未来課家庭児童相談室（市役所本庁舎１階、
☎２３－５１３８・５１７６）
■農地相談

農地のことで日ごろ困っていることについて、農業委員
が相談に応じます。 ▼ 20日（火）市役所本庁舎４階402会
議室…午前10時～正午（受付：午前10時～11時30分）、
淀江支所第１会議室…午後２時～４時（受付：午後２時～３
時30分）／問農業委員会（☎２３－５２７７）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先男

女
と
も　
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■議会事務局（☎３２－０３０２）
９月５日（木）本会議（開会、議案上程）

９日（月）本会議（各個質問）
10日（火）本会議（各個質問）
11日（水）本会議（各個質問）
12日（木）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託）
13日（金）各個質問予備日
17日（火）予算審査特別委員会

18日（水）総務企画委員会、
予算審査特別委員会総務企画分科会

19日（木）市民福祉委員会、
予算審査特別委員会市民福祉分科会

20日（金）経済教育委員会、
予算審査特別委員会経済教育分科会

24日（火）建設水道委員会、
予算審査特別委員会建設水道分科会

25日（水）予算審査特別委員会
27日（金）本会議（付議案の処理、閉会）

※請願・陳情は９月３日（火）の正午までに議会事務局に提
出してください。その後に提出された場合は12月定例会に
て審議することとなります。
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H25年２月25日～ H25年３月９日生 ８月９日（金）
H25年３月10日～ H25年３月22日生 ８月22日（木）
H25年３月23日～ H25年４月12日生 ９月12日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けてい
ない方も受けてください。（平成25年４月から、対象年齢が
12か月未満に変更となりました。）

日本脳炎ワクチンについてのお知らせ
平成21年６月から、乾燥細胞培養ワクチンに切り替わり、平
成22年４月から積極的勧奨を再開しています。
■対象年齢　１期　生後３か月～７歳６か月未満
　　　　　　２期　９歳～13歳未満
■標準的な接種期間

▼１期初回接種（２回）：６日～28日までの間隔をおいて

▼１期追加接種（１回）：１期初回接種終了後、おおむね１年後

▼２期（１回）：９歳～13歳未満
◎積極的勧奨差し控えにより十分な積極勧奨の期間が確保さ
れなかった平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
は、20歳未満までの間、特例的に定期接種を受けることがで
きるようになりました。
◎予診票は医療機関にあります。

子宮頸がん予防ワクチンの
積極的勧奨の差し控えについて

　子宮頸がん予防ワクチンは、平成25年４月１日か
ら定期接種として実施していますが、このたびの国
の専門会議（平成25年６月14日開催）において、ワ
クチンとの因果関係を否定できない持続的な疼

と う

痛が
みられたことから、この副反応の発生頻度等がより
あきらかになり、適切な情報提供ができるまでの間、
定期接種の積極的な勧奨を差し控えることになりま
した。なお、ワクチンの有効性とリスクを理解した
うえで、接種を希望される方はこれまでどおり定期
接種として無料で受けることができます。今後、積
極的な接種勧奨の再開については、副反応症例の調
査結果により改めて判断されます。

がん検診等の受診はお早めに！
　毎年、11月・12月は検診等実施機関がたいへん込み合い
ます。特に、予約が必要な検診は、ご希望の日程で予約が
取れないこともあります。受診券が届きましたら、まず受
診できる検診をご確認いただき、早めに予約・受診される
ことをお勧めいたします！

「いじめをなくそう！」標語抜粋作品
　青少年育成米子市民会議で
は、いじめ問題に関する標語を
市内の中学生の皆さんを対象に
募集し、いじめをなくしたいと
いう中学生の皆さんの気持ちの
こもった449点の作品の提出がありました。その中から
市民会議で抜粋した 29点を順次発表していきます。今月
は次の５点です。

●知っている？ 見て見ぬふりも いじめだよ

●見てるだけ それじゃいじめの 仲間入り

●大丈夫 絶対君は 一人じゃない

●「誰か」でなく 踏み出す勇気は 自分から

●やめようよ 自分がされて 嫌なこと

なお、９月号以降は欄外のオビに掲載します。

マダニ・干拓虫の被害予防
　マダニや干拓虫が生息しているところでは、かまれた
り、刺されたりしないよう肌の露出部分をできるだけ少
なくし、露出部分には虫よけの薬を塗るなどして、被害
を予防しましょう。
　もし、マダニにかまれたり、干拓虫に刺されて症状が
ひどいときは、医療機関を受診しましょう。
■マダニが媒介する感染症についての問合せ　米子保
健所（☎３１－９３１７）
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献血のお知らせ
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確
保されています。ご理解とご協力をお願いします。
日 受付時間 献血会場

３日（土）午前10時～午後５時 イ オ ン 米 子 駅 前 店

７日（水）午前９時15分～正午 ポ リ テ ク セ ン タ ー
米 子（ 古 豊 千 ）

９日（金）
午後２時～３時15分 皆 生 温 泉 病 院
午後３時45分～５時 米 子 医 療 セ ン タ ー

18日（日）午前10時～午後５時 イオンモール日吉津西館
21日（水）午後３時30分～５時 米子市クリーンセンター
■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオンモール日吉津東
館１階）でも行なっています。
■くわしくは鳥取県赤十字血液センター（☎３８－
７１９４）までお問い合わせください。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

８月19日
（月）
福米西

上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午前９時20分～９時50分
新開西・宮崎氏駐車場 午前10時10分～10時30分
新開東・皆生尚寿苑玄関前 午前10時50分～11時10分
福米西公民館 午前11時30分～正午

車 尾
タカサキ美容室駐車場 午後２時～２時20分
観音寺新町ほたる公園米川側 午後２時40分～３時
車尾公民館 午後３時20分～３時50分

８月20日
（火）
和 田

森脇衣料品店 午前９時20分～９時40分
旧ユニサン和田店駐車場 午前９時55分～10時15分
下和田・吉田被服工業 午前10時30分～10時50分
和田公民館 午前11時05分～11時25分
和田10区雇用促進住宅 午前11時40分～正午

車 尾

新田病院玄関横駐車場 午後２時～２時20分
マルイ車尾店９号線入口付
近駐車場 午後２時40分～３時

車尾５丁目内田孝一氏宅空き地 午後３時20分～３時40分

８月26日
（月）
大 和

よなご大平園駐車場 午前９時50分～10時50分
ニューやまと公民館 午前11時10分～11時30分
いない淀江店 午後１時～１時30分
小波浜公民館 午後１時50分～２時40分

９月２日
（月）
五千石

・
永江

インテリア館セレス前 午前９時30分～10時
安養寺 午前10時10分～10時30分
市営五千石住宅仮集会所（90号） 午前10時40分～11時
笹間建材店前駐車場 午前11時20分～11時40分
五千石公民館 午後１時～１時20分
諏訪・五千石郵便局隣駐車場 午後１時30分～１時40分
永江７区集会所 午後２時～２時20分
永江公民館 午後２時40分～３時30分

９月９日
（月）
彦 名

彦名14区集会所 午前９時10分～９時30分
流田公民館 午前９時50分～10時10分
彦名公民館 午前10時30分～10時50分
彦名７区公民館前空き地 午前11時10分～11時20分
大下集荷所 午前11時40分～11時50分
彦名１区旧公民館 午後１時20分～１時30分
彦名２区公民館 午後１時50分～２時10分

９月10日
（火）
崎 津

６区集会所
（葭津地区児童厚生体育施設） 午前９時10分～９時30分

橋本青果 午前９時50分～10時10分
崎津公民館 午前10時30分～10時50分
鳥取西部農協崎津支所 午前11時10分～11時30分
大崎２区集会所 午後１時～１時20分
上大崎停留所西隣 午後１時40分～２時
Ｋショップきのした駐車場 午後２時20分～２時50分

■対象者　 ▼ 胸部レントゲン検査…40歳 以 上 の 方　 ▼「た
ん」の検査… ① 50歳 以 上 で 喫 煙 指 数（１日 本 数×年 数 ）が
600以 上 の 方（ 元 喫 煙 者 含 む。） ② 40歳 以 上 で６か 月 以 内 に
血 た ん の あ っ た 方　■自己負担金　 市 民 税 課 税 世 帯 の 方
…300円（ た ん の 検 査 は900円 追 加 ）、70歳 以 上 の 方・ 市
民 税 非 課 税 世 帯 の 方 …100円（ た ん の 検 査 は300円 追 加 ）、
生活保護世帯の方…いずれも無料　■受診券　受診される際には、
健診受診券の中にある「結核・肺がん検診受診券」を必ずご持参
ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。

被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険
船員保険、共済組合など）の方へのお知らせ

　被用者保険の方は、米子市が実施する「特定健診」
は受診できません。それぞれの保険者から受診券が交
付されますので、くわしくは各保険者にお問い合わせ
をお願いします。
　がん検診は、職場で受診する機会がなく、米子市の
がん検診の対象に該当する方に受診していただけま
す。くわしくは、「平成25年度健診受診券」でご確認
ください。なお、「平成25年度健診受診券」が届いて
いない方でがん検診を希望される方は、健康対策課（☎
２３－５４５２・５４５８）にご連絡ください。

胃がん集団検診（胃透視の検査）日程

月 日 ところ とき
８月11日（日）要予約 ふれあいの里 午前７時30分～10時
８月11日（日）の休日検診は、事前に予約が必要です。
先着順で予約を承りますので、ご希望の方はお早めに
お申込みください。
■前日の午後９時以降は食事をとらないでください。お茶、
水は午前０時まで飲んでもかまいません。当日は起床から
検査終了まで、喫煙・ガムもご遠慮ください。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
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七夕のゆうべ
２日（金）午後７時30分～９時、
対象 : 幼児～大人。参加料：
１家族100円。プラネタリウ
ム鑑賞、屋外での観測会など
を行ないます。電話受付中。
プラネタリウム

「夏の星座解説とこと座物語」
平日…午後２・３時、夏休み中
の平日（23日まで）…午前11時・
午後２・３時、土・日・祝日…
午前11時・午後１・２・３・４
時の投影。幼児・70歳以上の
方無料、小中高校生50円（土・
日・祝日は無料）、大人300円。
プラネタリウム

「夏の星座」学習投影
毎週土曜日、午後１時～１時
40分。小中高校生無料、大人
300円。小学４年の理科学習
に役立つ夏の星座の解説をプ
ラネタリウムで行ないます。
天体観測会「太陽の黒点を見よう」
18日（日）午後１時30分～２時
30分、雨天中止。対象：幼児～
大人、自由参加、無料。観察シー
トを使って太陽の黒点を見ます。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
紙芝居のじかん
17日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。

大人が楽しむおはなし会
19日（月）午前10時30分～正午、
対象：大人。絵本や手遊びなど
を皆で楽しみます。持ち物：お
気に入りの絵本など。
夏休みおはなし会（共催：ス
トーリーテリング勉強会）
21日（水）午後２時40分～３
時10分、対象：幼児。午後
３時20分～３時50分、対象：
小学生以上（長いお話が聞け
る人）。自由参加、無料。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
24日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
28日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。元保育士が、
子育て中の保護者の悩みの相
談にのります。
みなとやまプレーパーク（協力：み
なとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後
４時30分。外で思いっきり遊
びます。対象：幼児～大人、無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜
日、16日（金）
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで。）
■夏休み中の催し物のくわし
い内容は、センター催しもの
案内７・８月合併号、ホーム
ページをご確認ください。

平成25年度 第53回米子市
美術展覧会（市展）
リニューアルオープン後、初
の展覧会となります本展に、
多くの方のご出品とご鑑賞
をお待ちしています。会期：
23日（金）～ 31日（土）［会
期中無休］。出品資格：米子
市在住者。ただし、市内の職
場に勤務もしくは学校に通学
されている方、または市内の
美術団体に所属する方を含
む。（中学生以下は除く。）出
品料：無料。搬入日時：18
日（日）午前10時～午後４時。
搬入場所：米子市美術館※
一般出品作品の中から各部門
の優秀作品に市展賞・奨励賞
が贈られます。※出品に必
要な書類（開催要項）は、米
子市教育委員会文化課（市役
所第２庁舎３階）や市内各公
民館等で配布しています。ま
た、美術館のホームページか
らもダウンロードできます。
※くわしくは美術館までお
問い合わせください。
第１回ミュージアムスクール

「ワークショップ」
島根大学教育学部教授で彫刻
家の藤

ふ じ た

田英
ひ で き

樹さん（伯耆町出
身）を講師に招き、島根大学
教育学部美術専攻の学生とと
もに、リニューアルに伴い新
設された創作広場を活用した
ワークショップを行ないま
す。９月22日（日）午前10時
～午後４時。美術館第２展示
室および創作広場。対象：小
学校３年生～中学生。参加費：
300円（保険料および材料代）
※要事前申込。くわしくは美術
館までお問い合わせください。

展覧会名：「すりもの　刷物」
山陰歴史館が所蔵する引札

（商店の広告）や明治期の小
学校の教科書の版木などを紹
介します。また、南部町出身
の孔版画の先駆者・板

い た

祐
ゆ う せ い

生の
版画作品もあわせて紹介し、
刷物のバリエーションを楽し
んでいただきます。18日（日）
まで。観覧無料。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

常設展開催中
米子市で発掘された遺跡の出
土品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

考古学講座「発掘が語る米子」
発掘された遺跡が語る古代の
米子を調査資料や出土品で解
説します。
第２回「長砂第３遺跡でくら
した人たち」
25日（日）午後１時30分～３
時30分、集合：埋蔵文化財
センター、定員30人、資料
代100円、電話・ＦＡＸ受付

（☎・ＦＡＸ２６－０４５５）
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日
を除く　土・日曜日、祝日
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新図書館リニューアルオープン
17日（土）にリニューアルオー
プンします。当日は、午前９
時45分からテープカット、
午後２時からは米子市出身の
テノール歌手・山

や ま も と

本耕
こ う へ い

平さん
の記念講演会を開催します。

（講演会の参加受付は終了し
ました。）
開館時間を変更します
今まで午前10時から午後６
時まででしたが、リニューア
ルにともない変更します。平
日は午前９時から午後７時ま
で。土・日・祝日は午前10
時から午後６時までです。

「図書貸出利用証」が新しく
なります
カウンターでご案内しますの
で、交換手続きにご協力くだ
さい。
つつじ読書会
３日（土）午後２時、ふれあい
の里、『 コ ー ラ ン を し っ て
いますか』（後半）阿

あ と う だ

刀田高
たかし

：
著　新潮文庫※次回は９月
７日（土）図書館２階研修室
楽しく漢文に学ぶ会
４日（日）午後１時30分、ふ
れあいの里、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：著（講談社学術文庫）
を読みます。※次回は９月１
日（日）図書館２階研修室
おはなし会
ほしのぎんかさんおはなし会
１日（木）午前10時40分。ふ
れあいの里。
図書館主催おはなし会（協力：
ほしのぎんか、火曜の会）
22日（ 木 ）、29日（ 木 ）午 前
10時40分～11時30分、図
書館１階おはなしコーナー、
絵本の読み聞かせ・わらべうた・

紙芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
24日（土） 午後１時30分、図
書館２階研修室、「鎖国制下
の海外漂流」～幕末に暴風雨
のため南方の地に漂流した難
破船の乗員の口述書～を読
む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん。
ビジネス支援
「特許無料相談」（要事前申込）
27日（火）午後１時～４時、
図書館２階研修室。主催・予
約先：米子市立図書館
移動図書館車「つつじ号」の
運行をお休みします
31日（土）まで休止します。
Ｗｅｂ予約について
ご自宅のパソコンからのＷｅ
ｂ予約は、現在受付けており
ません。図書館リニューアル
オープン後受付を開始します。
末
す え む ね

宗辰
た つ ひ こ

彦さん連続講演会（全３
回）「子どもの言葉の成長と本」
第１回「子どもの本の重要性」
９月６日（金）午後２時～４
時30分、図書館２階研修室。
参加費：無料、要申込。
■開館時間　
平日：午前９時～午後７時
土・日・祝日：午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）

みんなでメダカ採り！
園内でメダカ採りをします。
一組につきメダカ10匹まで
持ち帰り可。３日（土）、10
日（土）午後４時～５時30分。
対象：それぞれ小学生の親子
20組。要予約。
生きものの暑中お見舞いはが
きを書こう！
生きものの暑中お見舞いはがき
を書いて、お友達に送りません

か。８月２日（金）まで、開館時
間中いつでも。対象：どなたで
も参加できます。材料費：無料。
ダンゴムシレース大会２０１３
園内で捕まえたダンゴムシの歩
く速さを競います。上位の方に
は賞品あり。９月１日（日）まで。
対象：どなたでも参加できます。
生きものうちわを作ろう！
好きな生きものの絵を描いてう
ちわを作ります。３日（土）～
16日（金）。開館時間中いつでも。
対象：どなたでも参加できます。
材料費：１枚につき100円
色ねんどで生きものを作ろう！
色粘土で好きな生き物を色鮮
やかに作ります。17日（土）
～９月１日（日）。開館時間中
いつでも。対象：どなたでも
参加できます。材料費：300
円。別途100円で持ち帰り箱
もあります。
夜の水鳥公園を探検！
夜の水鳥公園を探検して、どん
な生きものがいるかを観察しま
す。17日（土）、24日（土）午後
７時～午後８時30分。対象：そ
れぞれ小学生以上20人。要予約。
小鳥のお家を作ろう！ Part２
１枚の杉板からシジュウカ
ラ用の巣箱を組み立てます。
18日（日）午前９時30分～正
午、午後１時30分～４時。対
象：それぞれ小学生の親子
10組、要予約。参加費：500
円（入館料免除）。
バッタ採り大会
園内の草むらでバッタ採りをし
て種類を調べます。31日（土）
午後４時～５時30分。対象：小
学生以上30人。要予約。
●会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料が必要です（高
校生～69歳は300円、その

他は無料）。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

８月ロビー展「のんきなアニマ
ルくん」（アニマル画と紙粘土）
出展者：稲

い な く ら

倉里
り え

絵さん
夏の特別企画
魚のつかみ取りなど楽しい企
画がいっぱいの「こどもチャ
レンジひろば」を開催します。
くわしくはお問い合わせくだ
さい。４日（日）午前10時～。
■入園料　大人200円、小・
中学生50円。（市内にお住ま
いの方の料金。受付でお申し
出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　28日（水）

常設展『お人形と手まり』
お雛さん、天神さん、押絵、土
人形…懐かしい人形達と、全国
から集められた手まりの数々
を飾ります。色糸で表現される
模様の美しさをご覧ください。
８月下旬まで開催。入館料は素
鳳ふるさと館・手しごとギャラ
リー Kaike 共催のため無料。
手しごとギャラリー K ａｉｋｅ

『夏色のおもてなし』
涼やかな暮らしをいろどる手
仕事。藍色、水色、ガラス色
…お好きな夏を探してくださ
い。！ 28 日（水）まで開催。
入館料：無料。
■開館時間　午前９時～午後５時
■休館日　27 日（火）
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　８月は台風シーズンです。台風の猛烈な風雨は、私たちの生活に様々な被害をもたら
しますが、野鳥ファンにとっては幸運をもたらすことがあります。
　2012年８月30日の夕方、毎日のように水鳥公園に遊びに来てくれている小学生の男
の子二人が、水鳥公園の上空を飛ぶ見慣れない鳥を見つけました。彼らはすぐに職員に
知らせてくれて、職員が望遠鏡で確認したところ、その鳥はグンカンドリの仲間でした。
　グンカンドリは、普段は太平洋、大西洋、インド洋のはるか沖を飛んでいる大きな海
鳥で、水面近くにいる魚やイカや、他の海鳥を襲って吐き出させて横取りした獲物を食
べています。このような生態から、「軍艦鳥」という名前が付けられています。日本では、

オオグンカンドリとコグンカンドリの二種類が記録されています。
　グンカンドリは日本にはあまり近づいてくる鳥ではありませんが、台風が日本列島に上
陸すると、太平洋上空を飛んでいたグンカンドリが台風に巻き込まれ、風に乗って沿岸部
まで飛ばされてくることがあります。そのため、台風が通過した後に観察されることが多
い鳥です。そのほとんどは太平洋沿岸部であり、今回のように日本海側で観察されること
は珍しいです。
　この度現れたグンカンドリは、飛んでいる場所がネイチャーセンターから遠かったので、
職員が望遠レンズを付けたカメラを持って車で追いかけ、どうにか撮影できました。撮影
した画像を見ると、一緒に飛んでいたトビとほぼ同じくらいの大きさで、頭が白くお腹か
ら脇にかけて逆三角形に白いことが分かりました。この特徴から、この鳥はコグンカンドリの幼鳥と判断されました。
　水鳥公園では初記録であり、県内ではどのくらい記録があるのか調べたところ、30年ぶりの記録であることが分かり
ました。発見者である二人の小学生は大変なお手柄です。この時仕事休みだった私は、残念ながらコグンカンドリに会う
事ができませんでした。皆さんの身近なところでも、台風が去った後には見慣れない鳥が空を飛んでいるかもしれません。
ふと思いついた時に、注意してみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

きりはら

原佳
けいすけ

介

水鳥公園からのたより
コグンカンドリ

８月に見られる生きものたち
ダイサギなど６種のサギ類、子育て中のカイツブリ、キンクロハジロなど冬のカモの居残り個体、ミサゴ
などのタカ類、オオヨシキリなどの小鳥類、メダカ、コオイムシ、ミヤマアカネなどのトンボ類、バッタ
やカマキリなど草原の昆虫たち。

「よなごの宝88選」から
　観音地蔵堂　～子供の唱える百万遍念仏～　《宝No.39》　　道笑町２丁目

　道笑町１丁目の「ひょうたん小路」を東に進む旧道・作州街道（新出雲街道）
沿いにあります。加茂川沿いに36か所の地蔵巡拝所を設けた「彦祖」の時代（1770
年代）に建立されたといわれています。お堂の左手前にある手水鉢には「文化３
年（1806）道笑町中」と刻まれています。
　お堂の中には、観世音菩薩（西国33か所）、地蔵菩薩（米子36番）、弘法大師（四
国88か所）が祀られ、深く信仰されています。石柱には「二十一番札所　丹

た ん ば の く に

波国
穴
あ の う じ

生寺　子安観音」と刻まれ、安産の守り神でもありました。
　８月23日の地蔵盆の宵祭りには、この地蔵堂で、道笑町２丁目の子供会によ
り「百万遍」が行なわれています。特製の長い大数珠（約５メートル）を廻し、
百万遍の念仏を唱えながら子ども達の悪疫退散と安泰をお祈りしています。百万
遍の札の中には、安政５年（1858）と記されたものもあります。平成
11年５月に類焼（半焼）しましたが、三本尊は直前に搬出し無事でし
た。平成12年５月に焼失前と同じ切妻造りのお堂が再建されました。
　なお、上安曇集落の「あなうんじさん」も安産・成長を祈って祀
られたものです。「穴生寺」へ託す思いがこのような呼び名になりま
した。　　　　　　　　　　　　　　【よなごの宝88選実行委員会】

お知らせ　第38回よなご88探宝会　８月18日（日）午後１時～４時、寺町界隈・ゆかりの地で学ぶ米子偉人伝、定
員40人程度、参加費500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記のうえ、郵便またはFAXで「よなごの宝88
選事務局」（東町161－2 文化課内、FAX23－5414）まで。
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